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オリゴ糖，食物繊維，分岐コーンシラップ添加飼料の給与が
「ひょうご味どりJの発育及び腹腔内脂肪蓄積に及ぼす影響

龍田健'・藤中邦f'lIJ.・富永勝・

要約

「ひょうご味どりjの増体を改善し，腹腔内j脂肪の蓄積を抑制する自的で 1区オリゴ糖， 21Z 

食物繊維， 31Z分岐コーンシラップそ飼料重量に対し2.5%の割合で初生から試験終了の112臼齢ま

でそれぞれ錦料添加し，無添加の4塁を対照として増体性と腹腔内脂肪の蓄積抑制効果を調査した.

1 試験終了時の離雄平均体重は，各区間に有意差はなかったが各試験区が41Zを上田った.特に，

2区の体重が大きく「ひょうご味どりJの増体性の改善には食物繊維の飼料添加が有効であると

思われる.

2 生体重に対する腹腔内脂肪割合は 1区5.38%，2区4.44%，3区4.42%，4区4.97%であり，

各IZ間に有意差はなかったが 2区及び3区が{也の藍よりも腹腔内脂肪蓄積割合が少なく，食物

繊維及び分妓コーンシラップの飼料添加は「ひょうご味どりJの腹腔内脂肪蓄積抑制に有効であ

ると思われる.

Effects of Feeding Origosaccharide， Dietary Fiber and Diverged Cornsyrup on 

Growth and Abdominal Fat Deposition of Hyogo・AjidoriChickens. 

Ken TATSUDA， Kuninori FUJINAKA and Masaru TOMINAGA 

Summary 

The present study was conducted to investigat日theeffects of feeding origosaccharide， die-

tary fiber and diverged cornsyrup on growth and abdominal fat deposition of HyogかAjidori

chickens. 
One-day-old chicks were fed ad libitum comm巴rcial.chick ratio supplemented with 2.5 % 
w / w origosaccharide， die七aIγfiberor diverged cornsyrup for 112 days. 
(1) There was no significant diference among each group on male and female body weightat 
the end of experiment.But the body weight of all experimental groups exceeded group 4. Es-

pecially group 2 was exellent. Dietary fiber feeding seems to improve growth of Hyogo・m
Ajidorichickens. 
(2) The rate of abdominal fat contents for live weight was as follows.Group 1:5. 38%， group 
2:4.44%， group 3:4.42% and group 4:4. 97%. There was no significant difference among 

each group. But abdominal fat deposition was slightly controled by dietary fiber and div巴r-
ged cornsyrup feeding on group 2 and group 3. Each feed additives seems to control abdか

minal fat deposition on Hyogo胸Ajidorichickens. 

キーワード:特産鶏，発育，腹腔内臆紡，オリゴ糖，食物繊維，分岐コーンシラップ
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本県の特産鶏「ひょうご味どりJの父母系に利用して

いる劣性白色プリマスロックは，普及型の優性自のもの

に比べ増体性が悪く， rひょうご味どりJの錦育期閣が
100日から120臼と長期である，このため，腹腔内脂肪が

蓄積しやすくれ 8) その抑制が諜題となっている.腹腔

1996年8丹30日受理

*中央農業技術センター

内脂肪は，利用価値がほとんどなく，大部分が廃棄され

ている.腹腔内脂肪の増加により正肉歩留まりが低下す

るばかりか鶏肉の持つ低カロリーの・イメージが損なわれ

消費の減退につながる恐れがある.さらに，飼料の損失

も大きく，秋葉ら 1) によれば， ブロイラーが 1gの脂

肪を体内に蓄積するために消費するエネルギーは，代謝

エネルギー(以下MEと呼ぶ)換算で12.4kcalであり，

このエネルギーは約4gの飼料に相当するとされている.

著者ら 4.5)は， rひょうご昧どりjに高蛋白質調料を給
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与したが，腹腔内脂肪蓄積を抑制することはできなかっ 市 ¥表1--各区の錦料のcp，ME及び単{jffi

た.そこで，今臨十増{本性の改善効果あるいは脂肪蓄f

穣の抑制効果があるとされるオリゴ糖，食物繊維，分岐

コーンシラップを錦料添加し，増体性の改善効果!と雄腔

内脂肪の蓄積抑制効果について検討した.

材料及び方法

1 供試鶏

薩摩鶏雄と名古躍種雌との二元交配鶏(離雄)に劣性

自色プリマスロック(iIt住雄)を交配した「ひょうご味ど

りJ400羽(1罷50羽x4区分x2反復)を試験に供し

た.

2 試験期間

1996年1月10日から1996年4月30日までの112日間

3 飼育方法

県立中央農業技術センター内に設聾した断熱シートを

利用した簡易ビニーjレ鶏舎 (18X7.2rn)を用いた. 1 

E分 (3X 2.6rrf)につき50羽を不断給餌， 自由飲水に
より飼育した.保視はガスパンヒーターとチックガード

で21El齢まで行った.

給与館料は，肥育前期 (0-28El齢)は採卵鶏幼雛用

(CP 21.0%， ME 2，950kcal/kg)，肥育後期 (29-98El 

齢)にはブロイラー後期用 (CP19.0， ME 3，200)，仕

上げ期 (99-112日)は間仕上げ用 (CP19.0， ME 3，200) 

の市販飼料を使用した.添加物は 1区オリゴ糖，.2毘

食物繊維， 31X分岐コーンシラップを用いた.添加割合

は，銅料重量に対し2.5%の割合で，添加期間はいずれ

も初生時から112日齢までの全期間であり，添加しない

4区を対照とした.添加物のkg当たり単価はいずれも

500円であった.各区の飼料の組蛋白質(以下 CPと呼

ぶ)， ME及び単価は表1に示すとおりである. 4区の

CP調整はセルロースを， ME調整は大豆油を用いて行

った.各区の飼料の CP，ME及び単価は表1に示した.

ワクチネーシ誼ンは，初生時にマレック病と鶏痘を接

種し， 7 El齢と28日齢にニューカッスル病をそれぞれ飲

水法とスプレー法で実施した.

4 調査項自

(1) 発育調査

初生時より14日開隔で28El齢まで唯雄無兼別に各区20

羽， 42日齢以降雌雄各10羽の体重，各震の飼料摂取量を

調査した.飼料要求率は雌雄平均体重を用いて算出した.

(2) 罵体検査

屠体検査は，平成元年度鶏の問題別研究会 F鶏肉の品

質に関する研究実施要領』の方法に従い112日齢で実施

した. 1区分につき雌雄を平均体震に近いものを各3羽，

与

IR添加物 C P (%) ME (kcal/g) 

務)ul'・1後期・仕上前期後期・仕上前期 後期仕上

l オリゴ糖 20.5 18.5 2.93 3.16 48.29 52.20 49.27 
2食物繊維 20.5 18.5 2.92 3.17 48;29 52.20 49.27 
3J-iYうッ120.5 ・ 18.5 2.95 3.20 48.29 52.20 49.27 
4無添加 20.5 .18.5 2.93 3.18 ， .49.05 52.95 50.02 

計12羽を選抜し調査した.皮{せきもも，皮付さむね及び

ささみを皮付き肉とし，その量を産肉震とした.また，

それぞれが生体重に占める割合(歩欝まり?を求めた.

腹腔内脂訪の割合も同様に調査した.

(3) 鋸料費

Oから112日齢までの倒料摂取量と表 1の鰐料単価を

基に112日齢の l羽当たりの飼料費を求めた. また，産

肉景により正肉100g当たりの飼料費を計算した.

(4) 統計処理

試験区間の分散分析を行い，有意性の検定を 5%水準

で行った.

結 果

1 発育

各藍の臼齢別の平均体重と標準偏差を表2に示した.

14日齢時に 1区と 21X及び4区との間iζ，また， 42日齢

時に 31X及び4区と l区及び2区との間に有意葦が認め

られたが，その後は，各誌間に有意悲はなかった.試験

終了の112日齢時の平均体重は，各試験区が4庶をよ由

った.

育成率は 1区89.0%，2区95.0%， 3区91.0%及び

41X91.0%であった.

2 銅料摂取量

各区の期間別の l羽当たり館料摂取量及び総ME撲取

景を表3に示した.飼料摂取量は， 3IX， 4亙， 2区，

l区の)1頃で 3区と l区との差は， 483 gであった.総

ME摂取量は 4区がもっとも少なかった.

3 飼料要求率

各誌の各期需における累計飼料要求E与を表4に示した.

84臼齢までは4区が優れていたが112日齢では， もっと

も館料摂政量の少なかった3区が優れ1区がもっとも劣

った.

4 正肉歩留まり

各区の屠体各部の生体重に占める割合を表5に示した.

4区のむね肉割合がl区及び2区に対し有意に多かった

がj審体重，正肉歩留りにおいては各匿間に有意差はなか

った.
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(%) 個体別の対生体重腹腔脂肪割合表6各日齢における平均体重及び標準備悲 (g)

4区

2.75 
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(pく0.05)異符号聞に有意差あり注〕

表3各区の期間関i羽当たり絹料摂取量及び総ME摂取量 (g，kal/g)

4区

O~ 14 
15~ 28 
29~ 42 
43~ 56 
57~ 70 
71~ 84 
85~ 98 
99~112 

244 
429 
1，189 
1，486 
2，025 
2，437 
2，243 
2，071 

3区

231 
472 
1，158 
1，539 
1，939 
2，381 
2，266 
2，109 

2毘

242 
479 
1，147 
1，674 
2，007 
2，409 
2，389 
2，150 

1区

234 
463 
1，172 
1，650 
2，109 
2，443 
2，379 
2，129 

期間

各区の雌雄別及び平均腹腔内脂肪重量割合(対生体重%)国l

(円)飼料費表7
12，124 12，095 12，497 12，578 言十

38，387 38，529 39，436 39，587 ME 

4区3区2思l認
各期間における累計鰐料嬰求率表4

633.3 
40.1 

622.4 
39.6 

643.2 
39.7 

647.6 
41.7 

1羽当たり
正肉100g当たり

1に示した. 3区を除き雌の割合が高く，特に l区及び

2震で雌雄の蓋が大きかった.雌雄平均では I区及び4

匿が多く 2区及び3区が少なかったが，各区間に有意

差はなかった.

銅料費

各区の 1羽当たりの飼料費及び正肉100g当たりの飼

料費号表?に示した. 1羽当たりの飼料費は3区， 4包

2 区 1 区のJI閣であったが，正~100 g当たりの銅料費

は 4産の雌雄平均体重が2区より小さかったため，

羽当たりとは異なり 3区， 2区 4区， 1藍のJI国であ

6 

2.28 
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2.01 
2.38 
2.66 
3.10 
3.43 

4区

2.03 
1.55 
1.98 
2.05 
2.40 
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3区2亙

2.26 
1.57 
2.07 
2.11 
2.41 
2.76 
3.22 
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l区

1.92 
1.47 
2.09 
2.11 
2.55 
2.83 
3.18 
3.51 

。~ 14 

O~ 28 
O~ 42 
O~ 56 
O~ 70 
O~ 84 
O~ 98 
0~112 

期間

1 

(対生体重%)屠体検査成績表5
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皮付
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重
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18.2b 
22.0 94.0 

増体改善効果について

オリゴ糖の銅料添加による増体性の改善効果に関する

報告は結果が一定でない.勝田ら 2) はラットにおいて，

渡謹9) らは「ひょうご味どりJにおいてオリゴ糖の添

加は，増体性に影響を及ぼさなかったとしている。しか

し，肥育蕗では効果があったとする燦々らω の報告が
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腹腔内脂肪割合

各区の個体腕の生体重に対する腹腔内脂肪重量割合を

表6に，雌雄別及び雌雄平均の腹腔内賠肪重量割合を図

異符号聞に有意差あり (pく0.05)注)

5 
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ある.本試験では 1区の試験終了時の平均体重は4墜

をやや上回ったが，有意差はなく顕著な効果はみられな

かった.逆に鰐料摂取量がもっとも多くなり飼料要求率

は，各試験区の中で唯一4区より劣っていた.渡遺ら 9)

の成績からも「ひょうど味どりJにおいてオリゴ糖の添
加は増体性や飼料効率に効果はないと思われる.

食物繊維の飼料添加に臆する報告においてもオリゴ糖

のそれと同様の領向がある.勝田ら 2)及び若林6) らは，

ラットにおいて増体が有意に多くなったとしているが，

渡辺ら 9) は鶏では5%の添加においても差がなかった

としている.本試験では，有意差はなかったが， 2震と4

区の試験終了時の平均体重の差は143gと試験区中もっ

とも大きかった. しかし，館料摂取震が4区に比べ多か

ったため，飼料要求率は4区とほぼ同じであった.ラッ

トにおける勝田ら 2) の報告においてもオリゴ糖を添加

したものに比べ食物繊維を添加したものの銅料摂取量は

かなり多くなっている.これらのことから，食物繊維の

館料添加は，増体性をやや改善させることはできるが，

錦料摂取量の増加を伴うものであると思われる.

分岐コーンシラップは，食物繊維を低分子化したもの

で，メーカーにおいてもまだ試験段踏であり，市販はさ

れておらず増体性や飼料効率に関してのデータはない.

本試験の結果からは増体性はオリゴ糖とほぼ詞じである

ため効果があるとはいえないが，飼料要求率が良く，試

験区中もっとも優れており 4区よりも0.06少なかった.

これは，この物震が食物繊維を駿分解により低分子化し，

腸内組欝に利用されやすくしたものであるため，飼料が，

鶏の体内で有効に科用されたことによるものと思われる.

2 腹腔内脂肪蓄積に及ぽす影響について

オリゴ糖の飼料添加が腹腔内脂肪蓄積に及ぼす影響に

ついて，渡謹ら 9) は特産鶏で 5%添加で効果がなかっ

たとしている.本試験においても 1区の腹腔内脂肪割

合のみが 4産を上田ったため，オリゴ糖の腹腔脂肪蓄

積抑制に対する効果はないように思われる.一方，食物

繊維の飼料添加においてはラットの体脂肪量を有意に低

減させたという報告6) があり，本試験においても有意

差は認められなかったが 4区の割合に対し0.53%少な

く，その差は大きかった.分岐コーンシラップについて

は， 21Xの割合よりもさらに少かった.また，摂取ME

が多かったにもかかわらず腹腔内脂肪割合が少なかった

ことからも， この両者のよる腹腔内脂肪蓄積の抑制の可

能性が示唆された.

3 飼料饗について

今罰 4区のcp及びMEを添加区に合わせ調節した
ため 4区の鰐料単価が各試験震に比べ若干高くなった.

その結果，肉100g当たり飼料費は 2区及び3区にお

いて4区を下回ったが，実擦現場で使用するときには，

添加物により錦料費はかなり多くなる.各添加物の種類，

添加量や添加時期，添加期間等について検討することも

必要である.

以上のことから，食物繊維を朗料添加することにより

「ひょうご味どりJの増体性はやや改善され，食物繊維，

分岐コーンシラップの鰐料添加により，腹腔内路訪蓄積

がやや抑制されることが示唆された.特に，食物繊維の

館料添加は「ひょうど昧どりJに対して有効であると考

えられる.
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